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チャットにおける会話の特徴と会話エージェントの検討
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We made a conversation agent program which communicates with two or more persons on 
Intemet chat system. We examin.e a feature of the Intemet chat. We cal this program conversation 
agent. We also examine how to design this agent. This agent creates a text which expresses 
conversation based on texts which express person 'sconversation. Intemet chat system was used for 
two or more persons' conversation on the Intemet. The conversation agent was made to participate 
in this chat as one client. This agent imitates person 's expressions， and its responses are seemed to 
have intelligence. 
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組 dou : なんか、それっぽいな
com : こんいちは
nishio : さて、どうしょうかなあ?
図6:ある程度データペースが作成されたときの会話
com : いませんよ.
andou : とりあえず、村田に聞いてみますか?
com : こんにちは
nishio : そうするかあ
com : こんいちは
andou : じゃ、行きますか?
com : こんにちは
図5:初期のころの会話ログ
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以外方法がない。会話ログにある文が表示されていれ
ばユーザは会話相手が存在すると錯覚する可能性があ
る。今回の実験を行い、この可能性については現実味
を帯びているものと考えられる。
なにか文が表示されていれば、会話エージェントを
現実の人間だとユーザに錯覚させることはできるだろ
う。しかし、どのような文でもいいとは限らない。文法
的におかしかったり、会話の流れに逆らったり、日本語
として意味が通じない文が表示されたらユーザは違和
感を覚える。ある程度はユーザの発言を真似て、ユー
ザの言い回しゃ表現の仕方といったものを再現する必
要がある。今回の実験を通して、その点、において今回
用いた日本語文生成方法であるテンプレート形式によ
る文章穴埋め方法はこのようなチャットの特徴にうま
くマッチし、容易な手法ではあったが有効であった。
このようなチャットの特徴以外にも様々な特徴が存
在すると考えられる。たとえば最初にふれたように感
情を表す記号がある。これは文章による会話ならでは
のもので、文章では伝わりにくい自分の感情を記号で
表したものである。この記号を発言文の最後に付加し
てチャットに書き込むことで誤解を招かないようにし
ている。との感情を表す記号を会話エージェントの生
成した一文に付加して表示させれば更に人間味を帯び
るだろう。しかし、この感情表現記号は目に見える特
徴である。チャットにおける会話には目に見えない特
徴も存在するのではないかと考える。たとえば、人は
無意識のうちに物事を判断し行動していることが良く
ある。そういった人の自には見えないが、確かに存在
する特徴を見付け出していくことが今後の課題である。
そして、そのような特徴を再現する会話エージェント
を作成する.
参考文献
[1]小倉久和小高知宏:人工知能システムの構成基
礎からエージェントまで?近代科学社，2001.
[2]Stuart Russell.Peter Norvig訳吉川康一:エージェ
ントアプローチ人工知能，共立出版，1997.
[3]http://www.loebner.net/Prizef/loebner・
prize.html 
[4]松本裕治:形態素解析システム「茶釜J，情報処理学
会誌，VoI.41，No.11pp.1208-1214(2000) 
